
平成２７年度第４回契約監視委員会 審議概要 
 
 

 
１．日時 

平成２８年３月１１日 (金)１３：３０～１５：３０ 
 
２．場所 

国立研究開発法人海洋研究開発機構 東京事務所 
 
３．出席委員（敬称略） 

他谷  康（委員長） 
富岡 英次 
上岡 広治 
杉本 信幸 
篠原 一馬 

 
４．審議概要 
（１）平成２７年度第３四半期の契約案件について担当者より説明があり、各

案件に対する契約手続き等の妥当性について審議が行われ、事後点検を

終了した。 
（２）調達等合理化計画の策定及び評価に関する留意点について担当者より報

告があった。 
（３）平成２７年度調達等合理化計画の進捗状況について担当者より説明があ

り、定量的な評価基準を設定して、アピールできる自己評価を実施して

ほしい旨、委員より要望があった。 
（４）「科学技術イノベーション総合戦略 2015」に基づく「研究開発法人の少

額随意契約基準額の在り方に関する検討会」の状況について担当者より

報告があった。 
以上 

 



平成２７年度第３回契約監視委員会 審議概要 
 
 

 
１．日時 

平成２７年１２月４日 (金)１３：３０～１５：００ 
 
２．場所 

国立研究開発法人海洋研究開発機構 東京事務所 
 
３．出席委員（敬称略） 

他谷  康（委員長） 
富岡 英次 
上岡 広治 
杉本 信幸 
篠原 一馬 

 
４．審議概要 
（１）平成２７年度第２四半期の契約案件について担当者より説明があり、各

案件に対する契約手続き等の妥当性について審議が行われ、事後点検を

終了した。 
（２）平成２７年度海洋研究開発機構における中小企業者に関する契約の方針

について担当者より説明があり、目標値の妥当性及び具体的な取り組み

について確認した。併せて新規事業者の参入について積極的に取り組ん

でほしい旨、委員より要望があった。 
（３）随意契約限度額に関する内閣府ヒアリングの動向について担当者より中

間報告があった。 
（４）平成２７年度調達合理化計画の進捗状況について担当者より中間報告が

あり、計画に則って着実に取り組んでいることを確認した。 
以上 

 



平成２７年度第２回契約監視委員会 審議概要 
 
 

 
１．日時 

平成２７年９月２８日（月）１３：３５～１５：１５ 
 
２．場所 

国立研究開発法人海洋研究開発機構 東京事務所 
 
３．出席委員（敬称略） 

他谷  康（委員長） 
富岡 英次 
上岡 広治 
杉本 信幸 
篠原 一馬 

 
４．審議概要 
（１）平成２７年度第 1 回契約監視委員会の審議概要の公表について委員長よ

り説明があった。 
（２）契約監視委員会の新たな任務について事務局より説明があり、点検のポ

イントや基準について確認するとともに、委員会の取り組みについても

確認した。 
（３）「平成２７年度国立研究開発法人海洋研究開発機構調達合理化計画（平成

２７年 7 月決定）」について担当者より説明があり、前回の委員会で指摘

のあった修正点がどのように反映されたか、また、これまでの取り組み

状況などについて審議し、点検を終了した。 
（４）平成２７年度第１四半期の契約案件について担当者より説明があり、各

案件に対する契約手続き等の妥当性について審議が行われ、事後点検を

終了した。なお、調達の合理化が図れるよう、随意契約に移行する案件

の検討や基準の策定等に取り組んでいく旨、担当者より発言があった。 
（５）随意契約限度額に関する内閣府ヒアリングの内容について担当者より報

告があり、今後の動向について次回の委員会で報告することとなった。 
以上 

 



平成２７年度第１回契約監視委員会 議事概要 

 
 

 
１．日時 

平成２７年６月５日 (金) １４：００～１５：４５ 

 
２．場所 

国立研究開発法人海洋研究開発機構 東京事務所 

 
３．出席委員（敬称略） 

他谷  康（委員長） 
富岡 英次 
上岡 広治 
杉本 信幸 
篠原 一馬 

 
４．審議概要 
（１）委員の交代について委員長より紹介があり、新任の篠原一馬氏より挨拶

があった。 
（２）平成２６年度第４四半期の対象案件の概要について担当者より説明があ

り、各案件に対する契約手続き等の妥当性について審議が行われた。 
（３）平成２６年度第４四半期における競争性のない随意契約の事前点検結果

について委員長より報告があり、了承された。 
（４）２ヶ年連続一者応札・応募改善状況のフォローアップ票について担当者

より様式の変更点について説明があった。また委員会コメントの修正に

ついて委員より発言があり、委員長一任で修正ののち公表することで了

承された。 
（５）平成２７年度国立研究開発法人海洋研究開発機構調達合理化計画（案）に

ついて担当者より説明があり、重点的に取り組む分野と数値目標の示し

方などについて点検が行われ、PDCA サイクルにつながるよう再整理す

ることとなった。 
以上 

 


